
１／２

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

あり

適用場所 適用時期

適用場所 適用時期

公表の場合公表先

不要

会社名 所属 氏名

電話 FAX e-mail

　　　　　　　　　　　　

参考WEBアドレス 　http//:www.cretec-japan.co.jp

記入者
日本国土開発㈱ 経営管理本部経営企画室 山内　匡

03-5410-5720 03-3470-2758 tadashi.yamauchi@n-kokudo.co.jp

公表有無 未公表

発注者の承諾の要否

工事名称

企業者名

企業者名 前橋市農政部農村整備課 群馬県前橋市 2008年　12月 ～　2009年　2月

電力施設以外での適用実績

工事名称 　東地区　水路改良工事（１１号）

粘性の高いｴﾎﾟｷｼ樹脂で壁面の塗装もタレがなく容易に施工できる

経済性 樹脂系塗装と同程度

予想
される
効果

粗度係数が向上(コンクリート～ｴﾎﾟｷｼ樹脂、0.015→0.010）し流量が増える。また水路の延命化を図れる。

比較対象
技術

　樹脂系塗装

技
術
の
特
徴
・
優
位
性

施工環境 農業水路が多く、農閑期の冬場の作業となる。建物が近接して狭隘な場所でも施工可能

損傷程度 断面欠損が大きい場合、ポリマー系断面修復材・不陸調整材で補修後施工できる

要求品質 既設の流量を確保した水路補修が可能

施工性

更新

技術
の概要

　１．施工手順

　２．特　　徴
　　・エポキシ樹脂塗装を行うことで粗度係数を改善し、流量の向上を図れる。
　　・表面保護材のＳｔoPox KU180は高耐久性のエポキシ樹脂で化学薬品・酸にも強い。
　　・エポキシのため紫外線の強い箇所で多少黄化するが、品質に問題はない。
　　・環境にやさしい無溶剤・無触媒タイプで、可塑剤も含まない環境にやさしい材料である。
　　・施工後24時間で通水も可能である。

適用対象

補強

補修 表面保護 断面修復 防錆

調査診断評価

鉄筋腐食

部材厚さ 強度

中性化深さ 塩分含有量 凍害 化学的腐食

はく離 ひび割れ

熱・温度作用

すりへり 漏水 鋼材腐食 複合劣化

劣化損傷
原因

塩害 中性化 凍害 化学的コンクリート腐食

土 木
施 設
区 分 送電設備

火力/原子力 取･放水施設

水力発電 取・放水施設 水路トンネル

区　分 補修

事例番号－７５ 事例シート（電力施設への適用が可能な技術）

名　称 水路再生システム

高
圧
洗
浄

目
地
補
修

断
面
修
復

劣
化
部
除
去

防
錆
処
理

ひ
び
割
れ
補

漏
水
止
め

不
陸
調
整

プ
ラ
イ
マ
ー
塗
布

エ
ポ
キ
シ
塗
布

二
層

適宜施工

KU180452EPTF204D100TG202他TK他

巻－160巻-160
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施工例

施工標準図

着工前 養生（必要時） 目地、クラック補修-StoSeal D100

不陸調整-StoCrete TF204吹付 不陸調整-StoCrete TF204左官 不陸調整-StoCrete TF204完了

プライマー塗布-StoPox 452EP ライニング状況-StoPox KU180 完成

巻－161巻-161
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その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

あり

適用場所 適用時期

適用場所 適用時期

公表の場合公表先

不要

会社名 所属 氏名

電話 FAX e-mail

事例番号－７６ 事例シート（電力施設への適用が可能な技術）

名　称

区　分

ネットバリヤー工法(C2)

施工環境 コンクリート表面が湿潤でも施工できる

  ネットバリヤー工法（Ｃ２）は、アラミド繊維とビニロンの格子ネットにポリプロピレンの不織布を合体した連続繊維シートを、
無機質系のポリマーセメントモルタルでコンクリート躯体に接着する劣化コンクリートの剥落防止工法である。
　高架橋などで中小規模のコンクリート片が落下して第三者災害を引き起こすのを防止すると同時に、コンクリート構造物
の劣化促進要因である二酸化炭素や塩化物イオンなどの浸入を遮断することができる。
　また、水路トンネルなどにおいて断面修復材の固定等の目的にも使用できる。
　貼付材として無機質材料を使用しているため、紫外線に対する特別な劣化対策が不要となり、温度変化や化学物質など
に対する耐久性も樹脂系の材料と比較して一段と向上する。また、水蒸気の透過性があるので漏水のある箇所でも水分を
表面から発散させ、水分の滞留による劣化がない。トンネル内において不燃性の材料としても使用できる。
  施工面では、コンクリート表面の小さな凹凸などに対する不陸修正が不要となり、各工程間の待ち時間も短いため経済的
で効率のよい施工ができる。同時に、表面が湿潤状態でも施工できる。

技術
の概要

補修

補強

損傷程度

有機系樹脂を用いた表面保護工法

塩害

JR東日本、高速道路会社等のはく落防止基準に適合､ＮＥＴＩＳに登録

比較対象
技術

水路トンネルなどの劣化部にアーチ効果を付加できる

補修

施工性

予想
される
効果

経済性

技
術
の
特
徴
・
優
位
性

凹凸のある面でも施工可能

要求品質

某地下鉄企業者名

公表有無

工事名称 レンガ積山岳トンネルの補修

企業者名 某 県　　　　　　　市某山岳鉄道会社

某 県　　　　　　　市

2008年　10月～　2008年　12月

材工単価　12、000円～13、000円/m
2

工事名称

電力施設以外での適用実績

参考WEBアドレス

記入者
（株）高環境エンジニアリング

03-5413-6222

発注者の承諾の要否

未公表

建設事業部

http//www.eae.co.jp

03-5413-2228 chichibu@eae.co.jp

中性化

水力発電

火力/原子力
土 木
施 設
区 分

水路トンネル

送電設備

劣化損傷
原因

調査診断評価

適用対象

更新

表面保護

秩父顕美

工程数が少ない（6工程）

某鉄道高架橋補修工事

2004年  1月  ～ 2005年  3月

巻－162巻-162



２／２

工法の概要図

施工工程

 

内は同日施工も可能

・貼り付けモルタルが硬化し始めてから施工.
・厚さ1.0～1.5mmでコテ塗り．

・下地が十分に乾燥してから塗布．
・塗装は2回塗り（1回の標準塗布量は0.15kg/m2)．
・色むらを防ぐためまとまった数量を一挙に施工する．

・ライトフィラー混和液(1.5倍液）を使用
・ローラ，ハケを用いて塗布（平均使用量　60ｇ/m2）

施工間隔

・表面処理（ディスクサンダーなど）
・防錆処理・断面修復事前処理

・シーラの指触乾燥を確認して施工する．
・厚さ2.0～3.0mmでコテ塗り．

施工工程

吸水防止材塗布
（シーラ）

0～40分

繊維シート貼付け
・不織布を内側にして貼り付ける．
・コテ(ﾛｰﾗ)でモルタル内に含浸させる．

(2時間～1日目安)

作業内容

指触乾燥後

仕上材塗装

貼付ﾓﾙﾀﾙ施工後
１～24 時間目安

16 時間以上

仕上モルタル上塗り

貼付モルタル下塗り

レンガ積トンネルの施工状況図

巻－163巻-163
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その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

あり

適用場所 適用時期

適用場所 適用時期

公表の場合公表先

必要

会社名 所属 氏名

電話 FAX e-mail

参考WEBアドレス

発注者の承諾の要否

記入者
三井住友建設㈱ 技術開発センター 山地宏志

04-7140-5201 04-7140-5216 hiroshiyamachi@smcon.co.jp

企業者名

公表有無 公表済み 平成２１年度建設施工と建設機械シンポジウム、建設機械平成２２年５月号他

企業者名 民間企業 2007年　10月～　2007年　10　月

工事名称

ロックボルト補強工自体が、他の水とトンネル補強工に比べ大幅に経済的である。

予想
される
効果

ロックボルトにより既設覆工を地山に縫いつけ、新たな支持点を覆工に形成することで、覆工に発生する応力を軽減でき
る。

電力施設以外での適用実績

工事名称 工業用水隋道補修工事

技
術
の
特
徴
・
優
位
性

施工環境 サイクロンとバキュームを併用した集塵システムの採用により、狭い坑内でも快適な作業環境を維持できる。

損傷程度
構造的なひび割れが発生したトンネル覆工においても所要のコンクリート強度が確保されるならば、効果的な
補強が可能である。

要求品質
ロックボルト定着にセメントカプセル、あるいは後注入方式を採用することでボアホール内を完全充填すること
で、ロックボルトからの漏水を遮断できる。なお、耐腐食性を考慮し部材は全て亜鉛鍍金とする。

施工性 削孔効率は油圧削岩機よりも劣るが、システム化により狭小な坑内での作業性を高めた。

経済性

更新

技術
の概要

　モールボルティング工法は、特殊な高出力小型削岩機と替えノミ・継ぎノミ方式により、高効率にトンネル幅以上のロック
ボルトを縫い付けることのできる工法で、狭い断面のトンネル内から、構造ひび割れの生じたトンネル覆工を地山に短時間

で縫い付けることが可能であり、断面積3m
2
未満の極小断面トンネルでも、大規模な覆工構造ひび割れを短時間で効率的

に補強・補修することができる。その特徴は以下のとおりである。
・ トンネル幅より長いロックボルトでも、トンネル断面方向に向けて高効率に打設可能である。
・ 一つの削岩機で，硬岩を対象とした比較的短いロックボルト（打設長2.0m程度）と孔荒れの激しい地山を対象とした自穿
孔ボルト（打設長4m程度）の施工が可能である。

・ 削岩機は、強度150kN/mm
2
程度の硬岩までの穿孔が可能である。

・ 削岩機は、小型・軽量で分割が可能なため狭い坑内での運搬・組立てが容易である。
･サイクロンとバキュームを併用した集塵システムの採用により、狭い坑内でも快適な作業環境を維持できる。
・全ての操作を圧縮空気で行うため、空気配管だけで作業が可能である。

比較対象
技術

通常断面トンネル補強におけるロックボルト工

補修 その他

補強 支持点の追加　 補強材の追加

適用対象

調査診断評価

ひび割れ

はく離

劣化損傷
原因

強度、物性不良

複合劣化

事例番号－７７ 事例シート（電力施設への適用が可能な技術）　

名　称 モール・ボルティング工法

区　分 補強

土 木
施 設
区 分

水力発電 水路トンネル

火力/原子力

送電設備

巻－164巻-164



２／２

削孔システムの構成

ロックボルトで補修された坑内

ロックボルト孔の削孔

ロックボルトの打設

セメントカプセルの挿入

ロックボルト孔の清掃

巻－165巻-165
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その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

あり

適用場所 適用時期

適用場所 適用時期

公表の場合公表先

必要

会社名 所属 氏名

電話 FAX e-mail

事例番号－７８ 事例シート（電力施設への適用が可能な技術）　　　　　　　　　　　

土木事業部

nakade@rncc.co.jp03-5476-2690

中出　睦

　　　　　　　都道府県　　　　　　　市

増量した計画流量を確保できる補修効果が期待できる

施工性 塗布工法は、水がある箇所での施工は難しいが、本工法は、施工が可能である

　　　三重県　多気郡　　　　　

工事名称

未公表

東海農政局企業者名

公表有無

2008年　3月～　2009年　3月

　　　　年　　　月～　　　　年　　　月企業者名

参考WEBアドレス

記入者
りんかい日産建設

03-5476-1721

発注者の承諾の要否

工事名称

電力施設以外での適用実績

平成１９年度宮川用水第二期地区導水路その1工事

水力発電

火力/原子力

送電設備

技術
の概要

補修 表面保護

既設構造物

該当なし

該当なし

調査診断評価

更新

損傷程度

補強

適用対象

予想
される
効果

経済性

技
術
の
特
徴
・
優
位
性

要求品質

施工環境

他の更正工法と同等もしくは安価である

断面修復

漏水疲労

粗度改良工は、増量した計画流量を確保するための補修工法である。
粗度係数の向上させるため、上部・サイドにポリマーセメントモルタルを、底版にFRPMパネルを使用した工法である。

すりへり

診断・評価

名　称

補修区　分

粗度改良工（FRPMパネル）

該当なし

比較対象
技術

土 木
施 設
区 分

水路トンネル

塗布工法、更正工法

劣化損傷
原因

巻－166巻-166
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図、写真
（本ページに収まる範囲
で貼付けしてください）

施工前

施工後

巻－167巻-167



　１／２

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

あり

適用場所 適用時期

適用場所 適用時期

公表の場合公表先

必要

会社名 所属 氏名

電話 FAX e-mail

事例番号－７９ 事例シート（電力施設への適用が可能な技術）　　　　　　　　　　　

比較対象
技術

土 木
施 設
区 分

無収縮モルタル充填工法

補修

補強

補強

名　称

調査区　分

高性能無収縮材工法

断面修復

調査診断評価

予想
される
効果

経済性

技
術
の
特
徴
・
優
位
性

要求品質

施工環境

無収縮モルタルより安価

損傷程度

劣化損傷
原因

適用対象

技術
の概要

更新

主に梁部の劣化の激しいコンクリート面の欠損部充填を、レディーミクストコンクリートの出荷工場で高性能無収縮材（ＧＡＤ
２０００）を混合し、現場で、モルタルポンプで、打設を行う。
流動性　少ない推量で優れた流動性が得られ、対象となる間隙を十分に充填できる。
膨張性　コンクリートのひび割れを低減できる。
強度発現　　安定した所定の強度が得られる。

港湾

工事名称

電力施設以外での適用実績

赤崎岸壁改修工事

水力発電

火力/原子力

送電設備

桟橋

参考WEBアドレス

記入者
りんかい日産建設㈱

03-5476-1721

発注者の承諾の要否

　　　　　　　県　　　　市

工事名称

佐世保重工業㈱企業者名

公表有無

2006年　5月～　　2006年11月

　年　　　月～　　年　　月企業者名

施工性 大面積、間隙の大きい施工箇所でも大量打設が可能

　　　　　　　長崎県　　　　佐世保市

土木事業部

nakade@rncc.co.jp03-5476-2690

中出　睦

巻－168巻-168
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図、写真
（本ページに収まる範囲
で貼付けしてください）

巻－169巻-169
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その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

その他

なし

適用場所 適用時期

適用場所 適用時期

公表の場合公表先

会社名 所属 氏名

電話 FAX e-mail

事例番号－８０ 事例シート（電力施設への適用が可能な技術）　　　　　　　　　　　

久保　昌史

年　　　月～　　　　年　　　月

　　　　　　　都道府県　　　　　　　市

公表有無

工事名称

電力施設以外での適用実績

記入者
清水建設(株)

03-3561-3915

・重量の増加や、断面増加がない
・補強鋼板の厚みや強度、ピッチは必要な補強量により決まる

比較対象
技術

経済性、工期ともに従来工法より低減される

補修

施工性
鉄筋挿入工法に比べて補強箇所が少ない
ピッチが飛ばせるため支承物がある場合でも一時撤去する必要が無い。

予想
される
効果

　　　　年　　　月～　　　　年　　　月企業者名

土木技術本部

kubo.m@shimz.co.jp

参考WEBアドレス

コンクリート工学論文集Vol.33、電力土木2012.11、土木学会年次講演会
H22.9

発注者の承諾の要否

公表済み

03-3561-8673

経済性

技
術
の
特
徴
・
優
位
性

要求品質

鉄筋挿入工法に比べて削減する

工事名称

地中送電洞道

取･放水施設

劣化損傷
原因

調査診断評価

施工環境

企業者名 　　　　　　　都道府県　　　　　　　市

損傷程度

鉄筋挿入工法、コンクリート増打ち工法

鋼材腐食

適用対象

更新

強度、物性不良

補修

補強

診断・評価

名　称

区　分

壁やスラブなど面状部材の効率的なせん断補強工法「Ｔプレート工法」

　阪神大震災以前の旧基準で設計された擁壁やボックスカルバートなどの構造物は、せん断補強筋がほとんど配置されて
いないため、現行の耐震基準ではせん断耐力が不足する傾向にあり、このため、鉄筋を挿入するなどしてせん断補強が実
施されている例がある。しかし、膨大な数の鉄筋を挿入するため、既設構造物を傷付けたり工期や工費の面で課題が残さ
れている。
Ｔプレート工法は、厚さ6～9mmのＴ型の鋼板を数メートル間隔で挿入してせん断耐力を向上させる工法で、既設構造物へ
の影響が少なく、工期や工費の削減が可能な技術である。

■工法概要・特長
・壁やスラブなど面状部材のせん断補強にＴ型の補強板を2～3ｍ間隔で挿入・接着
・鉄筋挿入工法（数十cm間隔の膨大な鉄筋本数、既設鉄筋と干渉）に比べ施工性、工期、経済性が向上

■施工方法
①鉄筋探査　②溝切り　③はつり　④プレート設置　⑤鉄筋溶接　⑥断面修復　⑦樹脂注入

技術
の概要

補強材の追加

水力発電

火力/原子力

送電設備

土 木
施 設
区 分

発電所
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■工法の概要

①鉄筋探査

②配力筋を切断してコンクリート

に幅20mm程度の溝を切る。

③かぶりを配力筋が露出するまで

幅600mm程度はつる。

④Ｔプレートを挿入してアンカーボ

ルトで固定。

⑤ウェブの穴に添筋を通して配力

筋にフレア溶接する。

⑥欠損部を補修モルタルで断面

修復。

⑦樹脂を注入してＴプレートを接

着する。

■施工方法

鉄筋探査 溝切り はつり Tﾌﾟﾚｰﾄ挿入 断面修復 樹脂注入

Tプレート

■せん断耐力の計算手法

Vt＝Atw･ fty･γ/1.15 

Le

Be

d

d-Le

d
Be=d-Le
γ=Be/d

τ

σ

はく離領域定着領域

せん断ひび割れ面
付着領域

ｄ：有効高さ

Le：有効付着長(=250mm；付着試験結果より)

Be：有効付着幅

γ：寄与率（=Be/ｄ）

σ：プレートの引張応力

Atw：プレートの断面積
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その他

その他

その他 ＯＲＶ

その他

その他

その他

その他

その他

あり

適用場所 適用時期

適用場所 適用時期

公表の場合公表先

会社名 所属 氏名

電話 FAX e-mail

久保　昌史

オープンラック式ＬＮＧ気化器（ＯＲＶ）補修工事

平成13年～22年

神奈川県横浜市 平成13年企業者名

土木技術本部

kubo.m@shimz.co.jp

参考WEBアドレス

土木学会年次講演会、コンクリート工学

発注者の承諾の要否

公表済み

03-3561-8673

施工性

予想
される
効果

経済性

技
術
の
特
徴
・
優
位
性

要求品質

従来よりも少ないシート量で同等の補強効果があるためコストが2～3割削減

鋼材腐食 複合劣化 中性化塩害

適用対象

更新

土 木
施 設
区 分

疲労

公表有無

工事名称

電力施設以外での適用実績

記入者
清水建設株式会社

03-3561-3915

応力集中が緩和され剥離抵抗性が向上するため耐力が2～3割向上

比較対象
技術

従来工法の課題であった「局部的な応力集中の緩和」や「シートのはく離抵抗性の向上」が期待でき、炭素繊維シートの性
能を引き出すことが可能となる。

工事名称 製油所桟橋補修工事

施工環境

企業者名 千葉県袖ケ浦市

損傷程度

炭素繊維接着工法

桟橋

劣化損傷
原因

調査診断評価

事例番号－８１ 事例シート（電力施設への適用が可能な技術）　　　　　　　　　　　

診断・評価

名　称

区　分

緩衝材を用いた炭素繊維シート接着工法「Ｈｉｐｅｒ　ＣＦ工法」

水力発電

火力/原子力

送電設備

取･放水施設

■工法概要
本工法は、コンクリート構造物と炭素繊維シートとの間に、緩衝材と称する弾性系の材料を設置する炭素繊維接着工法で
ある。
これにより、従来の炭素繊維シート接着工法の課題であった「局部的な応 力集中」の緩和や「シートの剥離」を抑制するこ
とができ、炭素繊維シートの性能を十分に引き出すことが可能となる。 その結果、補強効果が向上し、同じ 補強効果を得
るために必要な炭素繊維シートの積層数を減らせ、従来工法に比べコストが削減できる。

■特徴
①従来よりも少ないシート量で同等の補強効果があり
　コストが2～3割削減可能となる
②応力集中が緩和されて剥離抵抗性が向上し耐力が
　2～3割向上する
③トンネルや管などの内面補強でも効果を発揮する
④コンクリートのひび割れ・はく離などの防止にも有効
　である

技術
の概要

補強材の追加

補修

補強
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コンクリート：ひび割れ，欠損等の下地処理

炭素繊維シート
上塗り樹脂：エポキシ系含浸樹脂

表面仕上げ：アクリルウレタン樹脂等

プライマー：エポキシ樹脂
緩衝材：柔軟性エポキシ樹脂(600g/㎡)

下塗り樹脂：エポキシ系含浸樹脂

■工法概要

■試験結果
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従来CF工法
（300ｇ目付×4層相当）
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床版の輪荷重疲労載荷試験
疲労載荷による床版のたわみは従来工法と同
等以下であり、疲労耐久性が確保されている。
（初期～10万回：輪荷重150kN，10～80万
回：180kN，80～100万回：210kN）

梁の曲げ載荷試験
シートのはく離が抑制されることにより、
従来工法に比べて最大荷重が高くなって
いる。
（シートはいずれも300g目付×1層）

■施工手順

①補強前 ②下地処理

コンクリートのひび割れや欠

損部を補修する。

③プライマー塗布・不陸修正

プライマー塗布後，パテ等で

不陸を修正する。

④緩衝材塗布

ローラーなどを用いて緩衝材

を塗布する。

⑤炭素繊維シート接着

炭素繊維シートを必要な層数

接着する。

⑥表面仕上げ

美観や表面保護のために表面

塗装を行う。
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